
　
　
　

一 
《
熊
野
》の
主
題
―
先
行
研
究
か
ら

　
《
熊
野
》
は
ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
佐

成
謙
太
郎
氏（
注
一
）は《
熊
野
》の
宗
盛
に
つ
い
て
、「
我
儘
な
そ
し
て

風
流
な
平
家
公
達
の
風
格
が
よ
く
現
れ
て
居
り
、
シ
テ
熊
野
に
つ

い
て
は
、
夫
命
に
反
抗
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
老
母
の
事
を
思

つ
て
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
、
弱
い
優
し
い
性
情
が
よ
く
描
か
れ

て
ゐ
る
。」
と
述
べ
る
。
山
崎
正
和
氏（
注
二
）は
、「
主
題
が
春
で
あ
る

以
上
、
背
後
に
冬
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
は
当
然
で
、花
と
病

母
、観
楽
と
哀
傷
は
人
物
の
心
理
と
は
別
に
、た
だ
観
念
の
衝
突
の

ド
ラ
マ
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。」と
言
わ
れ
る
。天
野
文
雄

氏（
注
三
）は
山
崎
正
和
氏
の「
観
念
の
衝
突
」を「
現
実
的
な
母
親
の
死

と
過
ぎ
ゆ
く
春
を
惜
し
む
気
持
の
衝
突
」と
捉
え
る
。そ
し
て
、「
惜

春
と
い
う
美
的
感
情
と
、母
親
の
病
気
と
い
う
現
実
と
の
対
立
は
、

《
熊
野
》で
は
ど
ち
ら
が
重
く
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。（
中
略
）作
者
は

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
惜
春
と
い
う
美
的
な
感
情
の
ほ
う
を
重
く
み

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。」と
言
わ
れ
る
。

ま
た
伊
藤
正
義
氏（
注
四
）は
、「《
熊
野
》は
、人
み
な
浮
き
立
つ
花
盛

り
の
桜
の
も
と
の
佳
人
の
憂
愁
と
、歌
舞
の
功
に
よ
る
歓
喜
の
帰
心

を
主
題
と
す
る
能
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
」と
す
る
。《
熊
野
》の
先

行
研
究
の
流
れ
に
は
、
佐
成
氏
の
よ
う
に
登
場
人
物
の
状
況
・
性

格
を
現
実
的
に
描
く
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
「
現
在
劇
」
と
し
て

捉
え
る
見
方
と
、
山
崎
氏
・
天
野
氏
の
よ
う
に
「
観
念
劇
」
と
し

て
捉
え
る
見
方
と
、
両
方
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
問
題
を
念

頭
に
お
い
て
、《
熊
野
》
を
読
ん
で
み
た
い
。

　
　
　

二 

『
平
家
物
語
』に
お
け
る
熊
野

　
《
熊
野
》は
、『
平
家
物
語
』巻
第
十
の
平
重
衡
の
東
下
り
の
挿
話
を
素

材
と
す
る
。鎌
倉
に
護
送
さ
れ
る
平
重
衡
が
、池
田
の
宿
の
熊
野
の
家

に
泊
ま
っ
た
と
き
、熊
野
が
和
歌
を
送
る
。こ
の
歌
に
感
動
し
た
重
衡

は
梶
原
に
歌
の
主
に
つ
い
て
尋
ね
る
。こ
の
部
分（
注
五
）を
引
用
す
る

と
、

  

三
位
の
中
将
、梶
原
を
召
し
て
、「
た
だ
い
ま
の
歌
の
主
は
い
か
な
る

　

者
ぞ
。や
さ
し
う
も
つ
か
ま
つ
り
た
る
も
の
か
な
」と
の
た
ま
へ
ば
、

　

景
時
か
し
こ
ま
つ
て
、「
君
は
い
ま
だ
し
ろ
し
め
さ
れ
候
は
ず
や
。

　

あ
れ
こ
そ
、
屋
島
の
大
臣
殿
の
当
国
の
守
に
て
わ
た
ら
せ
給
ひ

　

し
と
き
、
召
さ
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
御
最
愛
候
ひ
し
に
、『
老
母
の
い

　

た
は
り
』
と
て
し
き
り
に
暇
申
し
け
れ
ど
も
、
賜
は
ら
ざ
り
け

　

れ
ば
、
こ
ろ
は
弥
生
の
は
じ
め
に
て
も
や
候
ひ
け
ん
、

　
　

い
か
に
せ
ん
都
の
春
も
惜
し
け
れ
ど

　
　

慣
れ
し
あ
づ
ま
の
花
や
散
る
ら
ん 

　

と
つ
か
ま
つ
り
て
、
御
暇
賜
は
り
て
ま
か
り
く
だ
り
候
ひ
し
、

　

海
道
一
の
名
人
に
て
候
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

《
熊
野
》
試　
　

解

飯

塚

恵

理

人



と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。《
熊
野
》に
お
け
る
、「
散
る
花
」を
見
て
人

の
命
、母
の
命
を
思
う
と
い
う
発
想
は
和
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。ま
た
老
母
は
熊
野
に「
命
の
内
に
今
一
度
。見
参
ら
せ
た

く
こ
そ
候
へ
と
よ
」と
述
べ
て
い
る
。こ
の
老
母
の
感
情
は「
老
ぬ
れ

ば
さ
ら
ぬ
別
れ
の
あ
り
と
い
へ
ば
」と
い
う「
伊
勢
物
語
」第
八
四
段

（
注
九
）の
和
歌
に
立
脚
し
て
い
る
。
天
野
氏
は「
現
実
的
な
母
親
の
死
」

と
い
わ
れ
る
が
、『
古
今
和
歌
集
』
以
降
の
伝
統
表
現
の
範
疇
で
描

か
れ
て
い
る
以
上
、
和
歌
に
立
脚
し
た「
観
念
」で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、「
花
を
友
と
と
も
に
眺
め
た
い
」と
言
う
宗
盛
の
切
実

な
希
望
を
単
純
な
我
儘
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

四 

と
も
に
心
を
慰
ま
ん
と

　

宗
盛
は「
花
見
の
車
同
車
に
て
。共
に
心
を
慰
ま
ん
と
」と
熊
野
を

花
見
に
誘
う
。『
源
氏
物
語
』葵
巻（
注
一
〇
）で
、源
氏
は
葵
祭
の
当
日
、

紫
上
を「
君
は
、い
ざ
た
ま
へ
。も
ろ
と
も
に
見
む
よ
」と
誘
い
同
車

す
る
。こ
の
場
面
も
紫
上
が
源
氏
に
と
っ
て
一
番
心
の
安
ら
ぐ
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
箇
所
だ
が
、宗
盛
に
と
っ
て
熊
野
は
、と
も

に
同
じ
花
を
見
て「
心
慰
む
」こ
と
の
で
き
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。母
親
の
病
気
が
気
が
か
り
で
も
花
見
で
心
が
慰
め
ら
れ
る
と

い
う
発
想
は
現
実
的
で
は
な
い
が
、花
を
見
る
と
物
思
い
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
も
、『
古
今
和
歌
集
』巻
第
一
春
歌
上
五
二
番（
注
一
一
）に 

「
年
ふ
れ
ば
よ
は
ひ
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば
物
思

も
な
し
」と
あ
り
、和
歌
的
な
発
想
と
し
て
伝
統
が
あ
る
。宗
盛
の
言

動
は
、和
歌
的
世
界
に
お
い
て
は
不
自
然
で
も
我
儘
で
も
な
い
。宗

盛
も
、花
を
惜
し
む
気
持
ち
は
熊
野
と
同
じ
で
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
に
、

熊
野
が「
い
か
に
せ
ん
都
の
春
も
惜
し
け
れ
ど
慣
れ
し
あ
づ
ま
の
花

や
散
る
ら
ん
」と
述
べ
た
と
き
に「
げ
に
哀
れ
な
り
道
理
な
り
」と
帰

と
な
る
。重
衡
は
梶
原
に
、今
の
和
歌
を
詠
ん
だ
女
性
の
こ
と
を
尋

ね
る
。梶
原
は
、こ
の
熊
野
は
宗
盛
が
遠
江
守
で
あ
っ
た
時
に
寵
愛

し
、
都
に
連
れ
帰
っ
た
女
性
で
、「
老
母
の
病
気
」を
理
由
に
暇
を

願
っ
た
の
だ
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
三
月
の
初
旬
に「
い
か
に
せ
ん
」

の
和
歌
を
詠
ん
で
暇
を
賜
っ
た「
海
道
一
の
名
人
」で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
以
下
、
金
剛
流
の
現
行
謡
本
に
沿
っ
て
、
本
文
を
読
ん

で
行
き
た
い
。

　
　
　

三 

宗
盛
の
感
情
と
母
の
手
紙

　

本
曲
は
、平
宗
盛
の
名
乗
り
か
ら
始
ま
る
。熊
野
が「
老
母
の
労
り

と
申
し
て
度
々
暇
を
乞
ひ
候
へ
ど
も
。こ
の
春
ば
か
り
の
花
見
の
供
と

存
じ
。い
ま
だ
暇
を
出
さ
ず
候
」と
あ
る
。「
花
見
の
と
も
」と
い
う
表
現
は

『
和
漢
朗
詠
集
』（注
六
）巻
下
の「
交
友
」に
載
る
白
楽
天
の「
琴
詩
酒
の
友
は

皆
我
を
抛
つ 

雪
月
花
の
時
最
も
君
を
憶
ふ
」に
立
脚
し
て
お
り
、「
雪・月・

花
な
ど
美
し
い
も
の
を
見
る
時
間
を
共
有
し
た
い『
花
見
の
友
』」と
理
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。《
熊
野
》に
お
け
る
宗
盛
と
熊
野
と
の
関
係
は
、「
友
」

で
あ
る
。

　

朝
顔
の
持
参
し
た
文
の
老
母
の
嘆
き
を
引
用
す
る
と
、「
何
と
や

ら
ん
こ
の
春
は
。
年
古
り
増
る
朽
木
桜
。
今
年
ば
か
り
の
花
を
だ

に
、
待
ち
も
や
せ
じ
と
心
弱
き
」
と
な
る
。
命
が
あ
っ
て
こ
そ
花

に
逢
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、『
古
今
和
歌
集
』巻
第
一
春

歌
上
九
七
番（
注
七
）の「
春
ご
と
に
花
の
盛
り
は
あ
り
な
め
ど
あ
ひ
見

む
事
は
い
の
ち
な
り
け
り
」に
先
例
が
あ
る
。ま
た
春
は
め
ぐ
っ
て

き
て
花
は
咲
く
が
、そ
れ
を
観
る
人
が
古
く
な
り
、や
が
て
亡
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』巻
下「
無
常
」七
九
〇

番（
注
八
）の「
年
々
歳
々
花
相
似
た
り
。歳
々
年
々
人
同
じ
か
ら
ず
」に

代
表
さ
れ
る
漢
詩
の
発
想
が
あ
り
、
こ
れ
が
纏
綿
と
流
れ
て
い
る



国
を
許
す
。し
か
し
な
が
ら
、熊
野
に「
東
に
帰
る
名
残
か
な
」と「
都

の
花
」に
も
名
残
が
あ
る
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
。『
古
今
和
歌
集
』巻

第
一
春
歌
上
六
七
番（
注
一
二
）の
「
わ
が
や
ど
の
花
見
が
て
ら
に
来
る

人
は
ち
り
な
む
の
ち
ぞ
恋
し
か
る
べ
き
」
の
和
歌
は
「
た
と
え
私

を
訪
ね
る
の
で
な
く
、
花
を
尋
ね
た
の
だ
と
し
て
も
、
花
を
愛
し

た
こ
と
で
、私
を
恋
し
く
お
も
う
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
意
だ
が
、「
花
」

へ
の
名
残
は
「
花
」
を
愛
す
る
人
へ
の
共
感
に
通
じ
る
。『
能
口
伝

之
聞
書
』（
注
一
三
）
に
も
「
ユ
ヤ
、キ
リ
、『
只
此
マ
ヽ
ニ
ヲ
イ
ト
マ
ト
』

ニ
テ
立
、
悪
。
宗
盛
ニ
無
執
心
也
。
夕
付
ノ
鳥
ガ
啼
ヨ
ト
思
ヒ
テ

立
、
吉
也
」
と
あ
る
。
熊
野
と
宗
盛
は
「
花
を
惜
し
む
」「
友
」
と

し
て
完
結
し
て
い
る
。
私
は
、《
熊
野
》
を
「
花
を
見
て
寿
命
を
思

う
」
と
い
う
こ
と
と
「
花
を
見
て
心
を
慰
む
」
と
い
う
観
念
の
衝

突
の
劇
で
あ
る
と
思
う
。《
熊
野
》
を
観
念
の
劇
と
見
る
上
で
山
崎

氏
・
天
野
氏
と
共
通
す
る
。
但
し
、山
崎
氏
は「
冬
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
」

と
言
わ
れ
る
が
、《
熊
野
》
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
は
前
掲
の
「
年
々
歳
々

花
相
似
た
り
」
に
描
か
れ
る
春
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天

野
氏
は
「
現
実
的
な
母
親
の
死
と
過
ぎ
ゆ
く
春
を
惜
し
む
気
持
の

衝
突
」
と
言
わ
れ
る
が
、「
散
る
花
を
見
て
老
い
を
思
い
死
を
思
う
」

こ
と
も
、現
実
と
い
う
よ
り「
春
」の
観
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

《
熊
野
》に
関
す
る
限
り
、「
現
在
能
」も「
観
念
劇
」と
捉
え
て
読
む
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

五 

「
三
段
之
舞
」と「
短
冊
之
留
」

　

今
回
廣
田
師
は「
三
段
之
舞
」「
短
冊
之
留
」
と
い
う
小
書
で
舞

わ
れ
る
。「
金
剛
流
小
書
解
説
」（
注
一
四
）に
「
三
段
之
舞
」
は
、「
中

之
舞
の
前
、
ワ
キ
に
酌
を
し
た
シ
テ
は
、
扇
を
開
い
た
ま
ま
、
ワ

キ
の
命
を
受
け
、
舞
い
始
め
る
が
、
心
せ
く
体
で
、
舞
の
掛
り
の

段
、
初
段
、
二
段
を
省
略
し
て
、
直
ち
に
三
段
、
四
段
、
五
段
を

舞
う
。
心
せ
く
と
い
っ
て
も
、
時
間
的
に
は
現
行
の
中
之
舞
と
大

差
は
な
い
が
、
こ
れ
は
往
昔
、
舞
は
五
段
を
通
例
と
し
た
時
の
名

残
り
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。『
童
舞
抄
』（
注
一
五
）に
は
、「
此
舞
三
段

本
也
。
金
春
・
観
世
同
前
。
口
伝
」
と
す
る
。
ま
た
『
幸
正
能
口

伝
書
』（
注
一
六
）に
も
「
殊
ニ
金
春
方
ハ
ま
い
の
ら
ず
。
又
、
か
や
う

に
申
て
は
や
く
ハ
な
し
。（
中
略
）
此
舞
を
三
段
と
申
な
ら
ハ
し
候
。

（
中
略
）
遊
屋
・
松
風
を
む
か
し
よ
り
中
の
ま
い
と
申
也
。
此
心
得

あ
る
に
よ
つ
て
、
ま
い
を
の
ら
ず
し
て
は
や
し
申
事
に
て
候
。
い

ま
ハ
此
舞
を
五
段（
と
）申
事
、な
ら
ひ
し
ら
ず
候
故
に
、
五
段
ま
い

候
へ
バ
お
か
し
く
存
候
」
と
あ
る
。
安
土
桃
山
時
代
に
す
で
に
三

段
で
舞
う
演
出
が
存
在
し
た
。『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
附
』（
以
下

『
岡
家
本
』と
略
称
） 

巻
三（
注
一
七
）に
は
江
戸
初
期
に
お
い
て
、
観
世

流
と
金
春
流
の
間
で
こ
の
舞
の
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、「
舞
ノ
心
持
、
少
子
細
有
て

替
也
。
金
ハ
少
静
也
。
う
か
ざ
る
拍
子
と
云
也
。
舞
五
段
過
、
花

を
見
て
、「
な
ふ
〳
〵
俄
に
」
と
脇
へ
云
、舞
と
め
ぬ
也
。
舞
ノ
心
持
、

金
に
は
、
東
へ
下
り
た
き
心
斗
に
て
、
舞
を
ま
ふ
も
、
不
詳
な
が

ら
ぜ
ひ
な
く
所
望
に
依
て
舞
心
。
何
と
な
く
ち
と
み
じ
か
く
舞
也
。

ハ
や
し
も
其
心
持
也
。
観
に
ハ
、い
か
に
も
の
つ
て
、う
き
〳
〵
と
、

後
次
第
舞
也
。
此
心
は
、
い
か
に
も
宗
盛
の
機
嫌
を
と
つ
て
、
興

に
乗
じ
ら
る
ゝ
様
に
し
て
、
暇
を
も
ら
わ
ふ
と
云
心
也
。」と
な
る
。

『
岡
家
本
』で
は
観
世
流
・
金
春
流
と
も
に
舞
は
五
段
と
考
え
て
よ

い
。
た
だ
、
金
春
流
で
は
、「
ぜ
ひ
な
く
所
望
」に
よ
っ
て
舞
う
も
の

で「
ち
と
短
く
」
舞
い
、
観
世
流
で
は
宗
盛
の
機
嫌
を
と
っ
て
暇
を

貰
う
た
め
に「
う
き
〳
〵
」と
舞
う
と
い
う
。金
剛
流
の
「
三
段
之
舞
」

は
『
童
舞
抄
』『
幸
正
能
口
伝
書
』に
書
か
れ
る
舞
を
三
段
に
舞
う
演

出
、『
岡
家
本
』
に
書
か
れ
る「
短
く
」舞
う
演
出
が
小
書
に
発
展
し



た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
短
冊
之
留
」
は
、「
金
剛
流
小
書

解
説
」（
前
掲
）に
「
短
冊
之
段
で
、常
の
通
り
シ
テ
は
懐
中
か
ら
短

冊
を
取
り
出
し
、
歌
を
案
じ
な
が
ら
し
た
た
め
る
体
で
、
墨
継
ぎ

を
三
回
す
る
。
そ
の
間
に
ワ
キ
は
ソ
ツ
と
立
っ
て
シ
テ
の
背
後
に

廻
り
、短
冊
を
覗
き
込
ん
で『
い
か
に
せ
ん
都
の
春
も
』と
上
の
句
を

詠
じ
な
が
ら
脇
正
面
へ
出
る
。」と
あ
る
。宗
盛
が
短
冊
を
覗
き
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、宗
盛
が
熊
野
の
和
歌
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
鮮
明
に
な
る
。宗
盛
は
決
し
て
我
儘
で
無
粋
な
男
と
し
て
造
型
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

注
一　

 　
『
謡
曲
大
観
』 

第
五
巻 

佐
成
謙
太
郎 

明
治
書
院 

昭
和
六
年
四
月
発
行 

三
二
三
八
頁

　

二　

 　
「『
熊
野
』
を
読
む
」 

伊
東
俊
太
郎 

「
観
世
」 

昭
和
六
二
年
一
一
月
号 

檜
書
店 

五
〇

　
　
　
　

 

頁 

注
三
所
引 

　

三 　
　
『
現
代
能
楽
講
義
』 

天
野
文
雄 

大
阪
大
学
出
版
会 

平
成
一
六
年
三
月
発
行 

三
一
五
頁

　

四 　
　
『
謡
曲
集 

下
』 

伊
藤
正
義
校
注 

新
潮
日
本
古
典
集
成 

新
潮
社 

昭
和
六
三
年
一
〇
月

　
　
　
　

 

発
行 

五
〇
七
頁

　

五 　
　
『
平
家
物
語 

下
』 

水
原
一
校
注 

新
潮
日
本
古
典
集
成 

新
潮
社 

昭
和
五
六
年
一
二
月

　
　
　
　

 

発
行 

一
五
六―

一
五
七
頁

　

六 　
　
『
和
漢
朗
詠
集
』 

大
曽
根
章
介 

堀
内
秀
晃
校
注 

新
潮
日
本
古
典
集
成 

新
潮
社 

昭
和

　
　
　
　

 

五
八
年
九
月
発
行 

二
七
五
頁

　

七 　
　
『
古
今
和
歌
集
』 

小
島
憲
之 

新
井
栄
蔵
校
注 

新
日
本
古
典
文
学
大
系 

岩
波
書
店 

平

　
　
　
　

 

成
元
年
二
月
発
行 

四
五
頁

　

八 　
　

同
注
六 

二
九
五
頁

　

九 　
　
『
竹
取
物
語 

伊
勢
物
語
』 

堀
内
秀
晃 

秋
山
虔
校
注 

新
日
本
古
典
文
学
大
系 

岩
波
書
店 

　
　
　
　

 

平
成
九
年
一
月
発
行 

一
六
二
頁

　

一
〇 　
『
源
氏
物
語 

一
』 

柳
内
滋 

室
伏
信
助 

大
朝
雄
二 

鈴
木
日
出
男 

藤
井
貞
和 

今
西
祐
一
郎

　
　
　
　

  

校
注 

新
日
本
古
典
文
学
大
系 

岩
波
書
店 

平
成
五
年
一
月
発
行 

二
九
七
頁

　

一
一 　

同
注
七 

三
三
頁

　

一
二 　

同
注
七 

三
六
頁

　

一
三 　
『
細
川
五
部
伝
書
』 

表
章
校
訂 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編 

能
楽
資
料
集
成
2 

わ
ん
や

　
　
　
　

  

書
店 

昭
和
四
八
年
一
二
月
発
行 

六
一
頁

　

一
四 　
「
金
剛
流
小
書
解
説 

十
三
」 「
金
剛
」
連
載 

檜
書
店 

　

一
五 　
『
下
間
少
進
集 I

』 

西
野
春
雄
校
訂 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編 

能
楽
資
料
集
成
1 

　
　
　
　

 

わ
ん
や
書
店 

昭
和
四
八
年
四
月
発
行 

六
四
頁

　

一
六 　
『
幸
正
能
口
伝
書
』 

竹
本
幹
夫
校
訂 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編 

能
楽
資
料
集
成　

 

　
　
　
　

 

わ
ん
や
書
店 

昭
和
五
九
年
三
月
発
行 

六
二
頁

　

一
七 　
『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
附
』 

藤
岡
道
子
編 

和
泉
書
院 

平
成
一
九
年
二
月
発
行 

　
　
　
　

 

八
八-

八
九
頁

　

補
記 
本
稿
は
平
成
十
八
年
度
愛
銀
教
育
文
化
財
団
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
る
。
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